
議会に関する情報は、
町のホームページでも
公開しています。

ゆうくん　　すいちゃん 京極町ＨＰ

町

極

京
議会での主な審議内容をお知らせします
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行われました

2京極町議会だより 第181号（令和4年12月定例会）

条

例

制

定

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定　
　

 

（
原
案
可
決
）

内容

地
方
公
務
員
の
定
年
年
齢
の
段

階
的
引
き
上
げ
を
定
め
た
地
方

公
務
員
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
京
極

町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
一
部
改
正

に
関
連
し
、
改
正
の
対
象
と
な
る
条
例

７
本
、
廃
止
と
な
る
条
例
１
本
を
一
括

し
て
改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

京
極
町
寿
の
家
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
（
原
案
可
決
）

内容

﹁
寿
の
家
﹂
の
解
体
に
伴
い
、

寿
の
家
条
例
を
廃
止
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条

例

改

正

京
極
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
原
案
可
決
）

内容

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
職
員
の
定
年
を
段
階
的

に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
診
療
所
に
お
い
て
医
療
に
従
事
す

る
医
師
の
定
年
を
年
齢
70
年
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

京
極
町
議
会
議
員
及
び
京
極

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

（
原
案
可
決
）

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
15
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
６
日
間
と
決
め
た
あ
と
、
諸
般
の
報
告
、
行
政
報
告
、

監
査
報
告
、
各
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
、
一
般
質
問
、

条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
８
件
、
補
正
予
算
３
件
、

報
告
１
件
、
意
見
案
１
件
を
審
議
し
、
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令和4年

第4回定例会
12/15〜12/16
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内容

選
挙
公
営
の
対
象
と
な
る
、
選

挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
な
ど

に
要
す
る
経
費
単
価
の
限
度
額
の
引
き

上
げ
を
行
う
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
の

一
部
改
正
が
本
年
行
わ
れ
、
同
施
行
令

の
改
正
に
準
じ
、
本
町
条
例
に
お
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正     

 

（
原
案
可
決
）

　

人
事
院
勧
告
を
受
け
て
の
国
家
公
務

員
給
与
等
を
準
じ
、
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
を
１
０
０
分
の
10
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
行
政
職
給
料
表
を
若

年
層
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
平
均
し
て

０
・
３
％
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

京
極
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

（
原
案
可
決
）

京
極
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

（
原
案
可
決
）

京
極
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
原
案
可
決
）

内容

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
一
般

職
と
同
様
に
１
０
０
分
の
10
を

引
き
上
げ
、
年
間
の
支
給
割
合
を
１
０

０
分
の
４
４
０
と
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
年
間
支
給
割
合
１
０
０
分
の
４
４

０
は
、
一
般
職
の
勤
勉
手
当
を
含
め
て

の
総
支
給
割
合
と
同
じ
で
す
。

京
極
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
原
案
可
決
）

内容

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
行
政
職
の
給
与
表
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
は
、
行
政
職
給
与
表
よ
り

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
職
員
の

給
与
表
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
農
業
委
員
会
委
員
の

定
数
条
例
の
一
部
改
正

（
原
案
可
決
）

内容

現
在
制
定
さ
れ
て
い
る
農
業
委

員
の
定
数
12
人
に
つ
い
て
、
農

業
戸
数
の
減
少
や
農
業
委
員
の
選
出
状

況
、
業
務
内
容
等
踏
ま
え
、
来
年
７
月

に
改
選
と
な
る
農
業
委
員
の
定
数
を
減

と
し
、
11
人
と
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

令
和
４
年
度
京
極
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
１
億
２
９
９

万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
42
億
８
２
３
５
万
９

契約の種類 内容 １日あたりの限度額

①ハイヤー契約
選挙運動用自動車として使用
するため、ハイヤーやタクシー
による運送契約をした料金

64,500円

②
個
別
契
約

ア）自動車の
借入れ契約

選挙運動用自動車として
自動車を借入れた料金

16,100円

イ）燃料の
供給契約

選挙運動用自動車に供給した
燃料の代金

7,700円

ウ）運転手
の雇用契約

選挙運動用自動車の運転手に
対し支払う報酬

12,500円

選挙運動用自動車の使用

内容 １枚あたりの限度額 上限枚数

選挙運動用
ビラの作成
費用

7円73銭

町議会議員選挙：
1,600枚

町長選挙：
5,000枚

選挙運動用
ポスターの
作成費用

3,245円

（541円31銭×ポスター

掲示場数+316,250円）

÷ポスター掲示場数

117枚

（ポスター掲示場数）

※１枚あたりの限度額×上限枚数の金額の範囲内で公費負担します。

選挙運動用ビラ・ポスターの作成

※１日１台に限る。　※①か②のどちらかを選択することになる。
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千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税１

２
０
９
万
４
千
円
追
加

【
負
担
金
】

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金

35
万
６
千
円
追
加

【
国
庫
補
助
金
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

２
４
４
９
万
円
追
加

・
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事

業
費
補
助
金  

２
２
８
４
万
９
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
家
賃

低
廉
化
分
）     

６
４
６
万
円
追
加

【
道
補
助
金
】

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
業
補

助
金          

40
万
８
千
円
追
加

・
乳
幼
児
等
医
療
給
付
事
業
補
助
金

８
万
７
千
円
追
加

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
（
福
祉
事

業
分
）            

 

25
万
円
追
加

【
寄
附
金
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

３
６
０
０
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
決
済
手
数
料

36
万
円
追
加

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

２
４
１
２
万
円
追
加

・
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
利

用
料              

32
万
４
千
円

・
一
般
職
給      

１
０
４
万
円
減
額

・
扶
養
手
当          

20
万
円
減
額

・
期
末
勤
勉
手
当       

50
万
円
減
額

・
児
童
手
当           

12
万
円
減
額

・
退
職
手
当
組
合
納
付
金 

21
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金     

40
万
円
減
額

・
印
刷
製
本
費         

21
万
５
千
円

・
通
信
運
搬
費         

60
万
１
千
円

・
燃
油
価
格
高
騰
に
係
る
燃
料
購
入
券

支
給
費          

１
４
５
０
万
円

【
社
会
福
祉
費
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

３
０
１
万
８
千
円
追
加

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

81
万
７
千
円
追
加

・
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
金

43
万
７
千
円
追
加

・
福
祉
灯
油
助
成
金    

75
万
円
追
加

・
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
超
過
交
付
金
返
還
金

１
８
５
万
円

・
時
間
外
勤
務
手
当        

10
万
円

・
消
耗
品
費　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

・
印
刷
製
本
費        

４
万
３
千
円

・
通
信
運
搬
費        

７
万
６
千
円

・
払
込
手
数
料            

５
万
円

・
コ
ピ
ー
借
上
料          

３
万
円 写真はイメージです

写真はイメージです
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・
非
課
税
世
帯
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金            

２
２
５
０
万
円

【
清
掃
費
】

・
光
熱
水
費  

２
２
３
万
４
千
円
追
加

【
商
工
費
】

・
事
業
継
続
緊
急
支
援
金１

９
５
０
万
円

【
土
木
管
理
費
】

・
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

２
４
７
万
円
追
加

【
住
宅
費
】

・
修
繕
料      

１
０
４
０
万
円
追
加

【
教
育
総
務
費
】

・
賄
材
料
費  

１
０
１
万
９
千
円
追
加

令
和
４
年
度
京
極
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
）（

原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
６
８
２
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
１
億
７
８
０
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
国
庫
補
助
金
】

・
感
染
症
医
療
提
供
体
制
整
備
事
業

（
発
熱
者
等
診
療
・
検
査
医
療
機
関

等
設
備
整
備
事
業
費
）
補
助
金

６
８
２
万
円

歳
出
の
内
容

【
医
業
費
】

・
医
療
機
器
購
入
費

６
８
２
万
円
追
加

令
和
４
年
度
京
極
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
２
４
７
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
億
２
９
３
８
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
一
般
会
計
繰
入
金
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

２
４
７
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
一
般
職
給      

１
０
４
万
円
追
加

・
扶
養
手
当              

20
万
円

・
期
末
勤
勉
手
当      

50
万
円
追
加

・
児
童
手
当              

12
万
円

・
退
職
手
当
組
合
納
付
金  

21
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金    

40
万
円
追
加

集中豪雨による農地被害調査
   特別委員会報告書（報告済） 

　令和４年第３回定例議会において、集中豪雨による農

地被害調査特別委員会が設置され、委員５名が任命され

ました。それ以降４回の委員会を開催し、被害箇所の情

報収集に基づき、建設課長、産業課長、担当職員を交え

て現地調査14箇所を実施し、原因と対策を協議しました。

　今回の被害箇所は、町内一円で発生していますが、多

くは川西地区であり、地形上、羊蹄山からの傾斜で勾配

のある耕作地が多く、今までは受益者の営農の中で土壌

改良や心土破砕などで耕作地を管理し、浸透性を高めて

きましたが、近年のゲリラ豪雨や線状降水帯により、短

時間に大量の雨が降るため作物や表土の流失となってい

ます。これらは川西地区だけでなく、傾斜の強い所は同

じことが起きています。　

　今回、協議した対策はこれで十分というものではあり

ませんので、町内の耕作地の傾斜、排水設備、流末処理

などの調査をし、事業計画を立て雨に強い耕作地の管理

を強く要望します。　　　　　　　　　　　　    （要約）

報 告
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総　務常任委員会

①河川増水への対策

②避難所の管理状況

③備蓄品の状況

この３項目を調査しました。

調　査　日  令和４年12月25日

防
災
対
策
に
つ
い
て

河
川
増
水
へ
の
対
策

　

京
極
町
地
域
防
災
計
画
（
令
和

２
年
８
月
策
定
）
に
は
、
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
り
尻
別
川
が
増
水
し

た
時
に
出
さ
れ
る
避
難
指
示
発
令

の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
観

測
地
点
は
目
名
橋
で
、
避
難
判
断

水
位
は
２
２
１
・
７
１
メ
ー
ト
ル
、

は
ん
濫
危
険
水
位
は
２
２
１
・
９

０
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

水
害
対
策
と
し
て
、
北
海
道
は

平
成
24
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
に

オ
ロ
ッ
コ
川
放
水
路
、
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
に
唐
沢
川
の

樋
門
付
近
に
釜
場
を
整
備
し
た
。

京
極
町
も
令
和
２
年
度
に
水
中
ポ

ン
プ
６
台
を
購
入
し
て
釜
場
に
設

置
し
て
い
る
。
今
年
８
月
の
大
雨

に
よ
る
増
水
時
に
は
５
台
を
稼
働

し
た
こ
と
に
よ
り
、
冠
水
被
害
を

防
い
で
い
る
。

　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
京
極
支

署
は
、
尻
別
川
の
増
水
対
応
と
し

て
平
成
30
年
度
に
２
回
。
令
和
３

年
度
と
令
和
４
年
度
に
各
１
回
出

動
し
、
オ
ロ
ッ
コ
川
、
唐
沢
川
の

水
門
付
近
で
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る

給
排
水
活
動
や
土ど

の

う嚢
積
み
に
よ
り

被
害
を
防
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
救
急
車
は
年
間
２
０
０

件
以
上
出
動
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
に
更
新
し
た
車
両
は
従
前
の

よ
り
大
型
に
な
り
、
作
業
が
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
搬
送
と
な
る
こ
と
か
ら
最
新
の

設
備
を
搭
載
し
、
感
染
予
防
対
策

を
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

避
難
所
の
管
理
状
況

　

京
極
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、

一
時
避
難
所
・
避
難
所
が
13
か
所

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
は
２
か
所
の
管
理
状
況
を
調
査

し
た
。

　

旧
南
京
極
小
学
校
は
、
平
成
29

年
３
月
に
閉
校
後
４
年
間
は
地
域

で
の
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
教
育

委
員
会
が
管
理
を
し
て
い
る
。
使

用
し
て
い
な
い
施
設
は
劣
化
が
進

む
こ
と
か
ら
適
切
な
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

公
民
館
の
収
容
人
数
は
、
７
０

０
人
（
感
染
対
策
時
は
２
８
０
人
）

と
な
っ
て
い
る
。
建
物
の
維
持
管

理
は
平
成
12
年
度
に
屋
上
防
水
改

修
、
平
成
24
年
度
に
外
壁
改
修
、

令
和
２
年
度
に
大
ホ
ー
ル
照
明
設

備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
定
期
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
自
家
発
電
機
も
平

成
25
年
度
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

隣
接
す
る
総
合
体
育
館
、
湧
学

館
も
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
計
画
ど
お
り
避
難
所
の
開
設
・

運
営
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

備
蓄
品
の
状
況

　

備
蓄
品
は
平
成
25
年
に
閉
鎖
し

た
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
保

管
さ
れ
て
い
る
。
非
常
用
の
お
米
・

パ
ン
、
水
な
ど
の
食
料
品
や
毛
布
、

簡
易
ベ
ッ
ト
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
資
機
材
が
整
備
・

保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昔

の
調
理
機
器
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
お
り
、
収
納
の
支
障
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
撤
去
し
、
搬
入
搬

出
を
し
や
す
く
す
る
た
め
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
工
夫
と
施
設
の
一
部
改

修
が
必
要
で
あ
る
。

　

備
蓄
品
は
使
わ
れ
な
い
の
が
一
番

で
あ
る
が
、
住
民
の
生
活
を
守
る

た
め
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
今

後
も
計
画
的
な
整
備
を
要
望
す
る
。

公民館には平成25年に自家発電機が
設置された

釜場について建設課職員から説明を受ける
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よ
う
て
い
森
林
組
合
製
材
工
場
の
状
況

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
定
工
場
で

木
製
品
の
高
度
な
付
加

価
値
化
を

　

平
成
28
年
度
に
整
備
し
た
新
製

材
工
場
は
平
成
29
年
２
月
よ
り
稼

働
し
て
お
り
、
主
な
製
品
と
し
て

こ
ん
包
材
、
パ
レ
ッ
ト
材
。
副
材

と
し
て
背
板
チ
ッ
プ
、
オ
ガ
く
ず

な
ど
を
製
造
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
に
は
、

日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
認
証
制

度
を
創
設
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
緑
の
循
環
認
定
会

議
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ

森
林
認
証
を
取
得
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
よ
う
て
い
森

林
組
合
所
有
林
、
京
極
町
有
林
、

他
２
６
０
４
・
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ

れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
う
て
い
森
林
組
合
工
場

が
認
証
森
林
か
ら
の
林
産
物
の
分

別
・
表
示
管
理
可
能
な
事
業
体
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
よ
う
て
い
森

林
組
合
地
区
内
林
が
今
後
も
引
き

続
き
持
続
可
能
で
森
林
経
営
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
森

林
か
ら
伐
採
さ
れ
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認

証
工
場
で
製
材
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
一
層
の
木
製
品
の
高
度

な
付
加
価
値
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

よ
う
て
い
農
協
人
参
集
出
荷
選
別

施
設
の
状
況

安
全
で
良
質
な
ニ
ン
ジ
ン
を

全
国
の
消
費
者
へ

　

今
回
、
よ
う
て
い
農
協
人
参
集

出
荷
選
別
施
設
に
お
い
て
、
選
別
・

箱
詰
め
ラ
イ
ン
工
程
を
視
察
し
た
。

　

平
成
28
年
度
京
極
地
区
に
新
設

さ
れ
た
人
参
集
出
荷
選
別
施
設
は
、

短
時
間
で
品
温
を
下
げ
、
品
質
の

安
定
維
持
に
つ
な
が
る
真
空
予
冷

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
収
穫
さ
れ
た
ニ
ン
ジ
ン
は
迅
速

に
施
設
搬
入
さ
れ
、
原
料
予
冷
庫

に
入
れ
品
温
を
約
10
度
に
低
下
さ

せ
、
選
別
後
に
真
空
予
冷
に
よ
っ

て
芯
ま
で
約
５
度
に
急
冷
す
る
こ

と
で
品
質
の
安
定
維
持
を
保
っ
て

い
る
な
ど
担
当
者
よ
り
説
明
を
受

け
た
。
選
果
さ
れ
た
正
品
は
８
月

中
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
の
間
、

全
国
各
市
場
へ
日
量
約
2
万
ケ
ー

ス
が
出
荷
さ
れ
る
。
Ｊ
Ａ
よ
う
て

い
は
、
新
た
な
人
参
集
出
荷
選
別

施
設
に
よ
っ
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
良
質
な
ニ
ン
ジ
ン
を
安
定

供
給
、
さ
ら
に
は
よ
う
て
い
人
参

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
効
率

化
、大
量
処
理
も
で
き
る
よ
う
に
努
め
、

安
全
で
良
質
な
ニ
ン
ジ
ン
を
全
国
の

消
費
者
に
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
作
物
の
作
況
状
況

実
効
性
の
あ
る
対
策
を

　

本
年
は
４
月
ま
で
好
天
に
恵
ま

れ
融ゆ

う
せ
つ雪

が
進
み
、
播は

し

ゅ種
作
業
が
順

調
に
開
始
さ
れ
、
５
月
初
旬
は
雨

に
見
舞
わ
れ
る
も
総
じ
て
天
候
に

恵
ま
れ
順
調
に
進
ん
だ
が
、
生
育

期
の
６
月
上
旬
は
低
温
、
干
ば
つ

と
な
り
生
育
が
遅
れ
、
６
月
下
旬

か
ら
８
月
中
旬
ま
で
は
、
雨
が
多

く
８
月
15
日
か
ら
16
日
は
１
０
０

ミ
リ
程
度
の
雨
と
な
り
、
多
く
の

圃
場
で
冠
水
、
流
亡
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
。

　

早
出
し
馬ば

れ
い
し
ょ

鈴
薯
の
収
穫
な
ど
は

大
幅
に
遅
れ
、
収
量
は
平
年
並
み

だ
が
、
雨
の
影
響
に
よ
り
長
玉
、

変
形
、
腐
れ
が
多
い
状
況
と
な
っ

た
。

　

ニ
ン
ジ
ン
は
大
雨
に
よ
り
播
種

計
画
は
乱
れ
、
播
種
し
た
圃ほ

じ
ょ
う場

で

土
壌
ク
ラ
ス
ト
な
ど
が
散
見
さ
れ

た
。
収
量
は
、割
れ
や
腐
れ
が
多
く
、

平
年
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

小
麦
等
も
前
年
よ
り
収
量
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
次
年
度
の
営
農

が
危
ぶ
ま
れ
る
た
め
、
経
営
支
援

や
次
期
作
に
向
け
た
安
定
生
産
の

支
援
を
国
や
道
に
要
請
し
、
町
と

し
て
も
関
係
団
体
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
認
識
を
深
め
、
実
効
性

あ
る
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。

①ようてい森林組合製材工場の状況

②ようてい農協人参集出荷選別施設の状況

③農作物の作況状況

この３項目を調査しました。

調　査　日  令和4年10月24日

真空予冷により品質を安定維持
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

梅
田
町
長
は
今
の
と
こ
ろ
（
12

月
15
日
）、
続
投
の
表
明
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
町
民
に
対
し
て
、
検
証

や
総
括
を
行
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
か
。

答

梅
田
町
長　

残
り
４
か
月
程
の

任
期
を
し
っ
か
り
と
努
め
る
こ

と
で
、
町
民
の
皆
様
に
評
価
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

印
刷
物
を
使
っ
た
周
知
や
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
や
新
年
交
礼
会
、
執
行
方
針

な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
町
政
の
現
状
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
町
長
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
投

稿
し
て
３
年
７
か
月
経
ち
ま
す
が
、
一

度
も
更
新
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
広
報
等

を
使
っ
て
検
証
・
総
括
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

答

梅
田
町
長　

様
々
な
形
で
お
知

ら
せ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
も
し
っ
か
り
と
、
ま
た
、

分
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
人
権
問
題

問

各
地
の
保
育
や
教
育
施
設
等
で

職
員
に
よ
る
い
じ
め
や
暴
行
な

ど
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

本
町
の
保
育
園
や

学
童
保
育
所
も
、
施
設
の
職
員

が
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
を
、
共

有
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
保
育
園
で
は
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
窓
口
と
し
て
第
三
者
委

員
を
設
置
を
し
て
い
る
ほ
か
、
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
は
人
権
擁
護
た
め
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
保
育

士
が
自
己
評
価
を
行
い
、
意
見
交
換
を

し
て
、
保
育
士
間
で
共
有
し
な
が
ら
、

保
育
に
努
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

答

中
村
教
育
長　

体
罰
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
北
海
道
教
育
委

員
会
に
よ
る
﹁
体
罰
と
不
適
切
な
指
導
﹂

に
関
す
る
調
査
を
は
じ
め
、
小
中
学
校

の
管
理
職
や
本
町
指
導
主
事
に
よ
る
授

業
の
参
観
、
教
職
員
に
よ
る
休
み
時
間

等
の
子
供
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
、
掌

握
を
し
な
が
ら
、
体
罰
等
の
兆
候
が
な

い
か
な
ど
状
況
を
共
有
し
、
両
校
が
組

４
年
間
の
行
政
運
営
の
総
括
を

行
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
か

町 長

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

町
民
の
皆
様
に
お
話
を
し
て
い
き
ま
す

城 田 幸 俊 議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

織
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

両
校
で
は
校
内
研
修
や
会
議
の
場
を
通

し
て
、
怒
り
な
ど
感
情
を
抑
え
る
自
己

管
理
方
法
と
し
て
﹁
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
﹂
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
教

職
員
が
一
体
と
な
り
、
体
罰
へ
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
は
、
発
見
、
情
報
を
受

け
た
教
職
員
は
直
ち
に
情
報
共
有
を
し

て
、
迅
速
に
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
教

育
相
談
を
定
期
的
に
実
施
し
、
何
か
不

審
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
検
証

し
て
、
家
庭
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
相

談
な
ど
へ
の
窓
口
を
子
供
や
家
庭
へ
紹

介
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

い
じ
め
や
体
罰
調
査
な
ど
の
結
果
は
可

能
な
限
り
保
護
者
の
皆
様
に
も
お
伝
え

し
、
御
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問

委
託
先
等
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
す

る
教
育
等
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

教
育
委
員
会
と
連

携
を
し
て
、
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

感
染
対
策
の
現
状
と
今
後
の
予
定

問

感
染
対
策
に
つ
い
て
広
報
紙
等
で

分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
望
み
ま
す
。
ま
た
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
の
現
状
と
今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

こ
れ
ま
で
と
同
様

に
３
密
を
回
避
、
手
洗
い
、
手

指
消
毒
等
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、

感
染
し
た
方
や
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

方
が
身
近
に
い
た
場
合
に
は
、
し
っ
か

り
と
寄
り
添
っ
た
対
応
を
重
ね
て
お
願

い
を
し
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
時
々

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
予
定

ど
お
り
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

答

中
村
教
育
長　

学
校
の
行
事
や

日
に
ち
を
分
け
て
、
場
所
を
変

え
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
従

来
ど
お
り
の
指
導
を
踏
襲
し
、
対
応
な

ど
学
校
だ
よ
り
等
を
通
し
て
保
護
者
の

御
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
社
会
教

育
施
設
で
も
感
染
防
止
対
策
に
努
め
、

今
後
の
事
業
も
道
内
の
感
染
状
況
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

町
民
に
安
心
材
料
を
与
え
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
、
手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
抗
原
定

性
検
査
を
購
入
し
た
方
に
援
助
や
支
援
を

す
る
な
ど
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

梅
田
町
長　

必
要
な
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
は
ま
た
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
現
在
は
、
検
査
キ
ッ
ト
な
ど
が
市

場
に
出
回
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
は
な
く
、
薬
局
で
手
に
入
り
ま
す
。

必
要
な
方
は
そ
う
し
た
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

元気に登校する子供たち。元気に登校する子供たち。いじめ防止対策は家庭の関係機関との連携も重要いじめ防止対策は家庭の関係機関との連携も重要
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

京
極
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
昨
年
11
月
末
現

在
49
％
、
全
国
平
均
54
％
で
、
12
月
１

日
か
ら
住
民
票
な
ど
の
行
政
書
類
が
コ

ン
ビ
ニ
交
付
で
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
町
民
の
方
々
も
土
・

日
曜
日
に
関
係
な
く
、
必
要
書
類
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に

利
便
性
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
町
民
の
利
便
性
を
考
え
て
取
り
組

ん
だ
も
の
が
半
分
の
町
民
し
か
利
用
で
き

な
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
も
っ
た
い
な
く
、

当
初
の
目
的
に
あ
る
業
務
の
効
率
化
に

も
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
長
は
、
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
今

後
の
普
及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
国
が
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
施
策
、
町
独
自
で

の
業
務
な
ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

答

梅
田
町
長　

町
で
は
、
９
月
と

12
月
に
夜
間
に
役
場
で
申
請
で

き
る
日
を
設
け
、
７
月
の
参
議
院
議
員

選
挙
投
票
日
に
公
民
館
で
申
請
窓
口
を

開
設
す
る
な
ど
、
そ
の
普
及
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
こ
う
し

た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
用
途
は
今

後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て
、
拡
充

さ
れ
て
い
く
も
の
と
捉
え
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
考
え
で
す
。
町
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
い
対
応
を
行
い
、
職
員

に
過
度
の
負
担
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
そ
の
体
制
に
つ
い
て
も
十
分
に
配

意
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

自
治
体
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い

く
上
で
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
業
務
を
そ

の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
業
務
を
一
か
ら
見
直
す
こ
と
が
非

常
に
大
切
で
す
。
職
員
に
も
そ
う
し
た

視
点
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
よ
う
に

指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

全
国
デ
ー
タ
の
普
及
率
で
は

若
者
よ
り
高
齢
者
の
普
及
率
が

上
回
っ
て
い
る
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

本
町
も
年
代
的
な
普
及
率
を
実
態
調
査

し
、
世
代
対
応
の
部
分
も
し
っ
か
り

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
ま
す
。　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
町

民
の
方
々
に
理
解
を
し
て
も
ら
い
、
普

及
率
を
高
め
る
と
い
う
形
で
、
町
村
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
専
門
の
サ
ポ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
と
対
応
は

デ
ジ
タ
ル
化
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
の
業
務
の
見
直
し
の

好
機
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

大 野 利 明 議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

を
す
る
職
員
の
配
置
や
、
外
部
か
ら
職

員
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
早
急
に
努
め
、

今
後
の
普
及
や
健
康
保
険
証
、
免
許
証

な
ど
の
結
び
つ
き
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
行
政
の
手
続
や
お
知

ら
せ
の
確
認
が 

可
能
な
﹁
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
﹂
の
利
用
の
仕
方
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
お
考
え

に
な
っ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

年
代
別
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
な

ど
は
、
本
町
で
も
高
齢
者
が
大
変
低
い

わ
け
で
は
な
く
、
全
国
と
同
じ
よ
う
な
状

況
で
す
。
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
単
独
で
で
き
る
こ
と
や
専
門
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
お
く
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
ほ
か
の
町
村
で
の
例
な
ど
が
あ
れ

ば
参
考
に
し
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。﹁
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
﹂
の
周
知

等
も
含
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
取
組

問

本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

で
、
参
加
者
は
少
な
い
よ
う

で
す
。
町
民
の
多
く
の
御
意
見
を
聞
く

な
ら
、
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
方
式
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
方
式
で
の
配
信
を
行
い
、
若

者
た
ち
の
参
画
方
式
も
検
討
す
る
必

要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

以
前
の
よ
う
に
各

地
域
の
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
と

し
て
、
町
側
か
ら
の
ご
報
告
と
と
も
に

町
民
の
皆
様
か
ら
御
意
見
、
御
要
望
を

お
聞
き
す
る
場
と
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
る
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
が
多
く
の
町
民
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

若
者
た
ち
の
参
加
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
話
し

た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
が
可
能
で
し
た

ら
、
若
者
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
、

と
い
う
こ
と
で
一
度
や
ら
れ
て
み
て
は

い
か
が
と
思
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

い
ろ
い
ろ
な
形
で

多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
は
大
切
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

工
夫
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
若
い

人
が
参
加
す
る
な
ら
、
平
日
の
開
催
で

は
な
く
休
日
の
開
催
が
い
い
の
か
な
ど
、

町
民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ェ
イ

ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
開
催
す
る
こ

と
が
大
切
な
機
会
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
適
切
に
で
き
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コンビニのマルチコピー機で住民票などのコンビニのマルチコピー機で住民票などの行政書類が行政書類がプリントできるようにプリントできるように
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物価高における農畜産物の適正な価格形成と農業経営の
存続に向けた需給改善対策等の強化に関する意見書（原案可決）　 

         　　　 提出者　村上敦 議員

　

　世界では、新型コロナ終息後の需要回復を見込んだ石油等の価格上昇に加え、ウクライナ情勢

によって燃油・肥料・飼料などの生産資材や穀物の相場が急騰しています。また、食料とエネルギー

を輸入に依存している我が国においては、急激な円安の進行で様々なモノ・サービス等の価格が

上昇しており、農水省における2022年11月の食品価格動向調査結果によると、食用サラダ油が

2020年より約45％、小麦粉が同約21％高騰しているなど、国民生活に大きな影響を及ぼして

います。

　こうした情勢を踏まえ、政府は物価上昇に係る国民や農業者等の負担軽減策を講じていますが

コスト高を十分に補填しきれず、経費上昇分が農畜産物の販売価格にも反映されていません。こ

のため、農水省の食料・農業・農村基本法の検証部会では、農産物の適正取引等を定めたフラン

スの法律など、海外の事例を踏まえて適正な価格形成の実現に向けて議論が進んでおり、国民の

理解醸成が重要視されています。

　また、長引くコロナ禍による農畜産物の在庫滞留が続いており、価格の低迷や生産資材高騰が

農業経営に大きな影響を与えている中、特に酪農においては牛乳乳製品の需要減退による需給緩

和が深刻化し、経営環境は日々厳しさを増しています。このため、生産現場では生産抑制に取組

んでいるものの処理不可能乳の発生が懸念されており、一刻も早い需給改善が求められています。

　つきましては、食料安全保障の強化に向けて、コスト高に係る農畜産物の適正な価格形成が可

能な環境を整備するとともに、農業者の経営継続に向けた需給改善策等を講じることを要望いた

します。

記

１．混迷する世界情勢等に伴い、燃油や肥料、飼料などの生産資材価格が高止まりしているなか、

コスト高が農畜産物の取引・販売価格に反映されず、生産現場は営農継続が危機的状況にあ

ることから、流通・販売業者や消費者への理解醸成を図り、経費高騰に係る農畜産物の適正

な価格形成が可能な環境を早急に整備すること。

２．コロナ禍やウクライナ情勢等で生産資材が高騰し、農業経営が逼迫している中、特に酪農家

はかつてないほどの厳しい情勢に晒され存続の危機に瀕していることから牛乳乳製品等を含

めた消費拡大対策を一層強化するなど、営農継続に向けて一刻も早く需給改善策を図るとと

もに、無利子等の金融対策も併せて講じること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和４年12月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　北海道虻田郡京極町議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　長　船　場　英　雄

【提出先】　　内閣総理大臣・財務大臣・農林水産大臣

意 見 案
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出席者はこのように表記しています 　 議長　 副議長　 正副議長　 委員長　 全員・議員多数

11月

14日

委員会自主協議会
全員協議会

15日

全道監査委員ゼミナール（中村議員） 　

16日

全道監査委員・補助職員研修会（中村議員） 

17日

議会だより編集委員会

22日

集中豪雨による農地被害調査特別委員会

25日

全員協議会

12月

2日

委員会自主協議会
集中豪雨による農地被害調査特別委員会

９日

委員会自主協議会

総務並びに産業建設合同常任委員会

議会運営委員会

15・16日

第４回京極町定例会

議会運営委員会

全員協議会

第４回京極町定例会再開・同日閉会

1月

6日

新年交礼会 　

消防出初式 

８日

京極町成人式〜二十歳のつどい〜 

12日

羊蹄山麓町村議会正副議長会定期総会 

24日

議会だより編集委員会

2月

2日

議会だより編集委員会

３日

全員協議会

10日

議会だより編集委員会

議会活動日誌
議会議員は定例議会や
臨時議会のほか、各種
研修や町内の行事など
に参加しています。

新年交礼会 消防出初式

京極町成人式
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14京極町議会だより 第181号（令和4年12月定例会）

みんなみんなのの

声声をを町政町政にに

「陳情」「請願」をご存じですか？

　町政への要望や意見を議会に提

出することができます。議員の紹

介のあるものを請願、ないものを

陳情と呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会

運営委員会で協議し、付託された

委員会で審査することに決定した

ものは慎重に審査され、本会議で

最終的に採択か不採択になります。

採択されたものは、町長などにそ

の結果を伝え実現を図ります。

12
月
定
例
会
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
今
議
会
で
は
町
職
員

の
定
年
を
段
階
的
に
65
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
条
例
改
正

や
補
正
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
ご
要

望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
の
議
員
構
成
で
の
議
会
は
３
月
定
例
会
を

残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
は
町
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
編
集
委
員
も
改
選
と
と
も
に
入
れ

替
わ
る
こ
と
か
ら
、
今
号
が
現
委
員
に
よ
る
最
後
の
発

行
と
な
り
ま
す
。
以
前
よ
り
も
読
み
や
す
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
読
む
気
に
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
道
半
ば
で
も
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
城
田
幸
俊
）

編

集

後

記

お店をやってみて
　すごく楽しくやらせてもらっています！ 　すごく楽しくやらせてもらっています！ 
京極町の皆さんはたくさん飲んで食べる京極町の皆さんはたくさん飲んで食べる
方が多いというのが一番の印象です。倶知方が多いというのが一番の印象です。倶知
安町のときは、お子様連れのお客様はお安町のときは、お子様連れのお客様はお
酒を飲まない方が多かったのですが、京酒を飲まない方が多かったのですが、京
極町のお客様は歩いて来られる方が多い極町のお客様は歩いて来られる方が多い
こともあり、ご家族連れで来店されても飲こともあり、ご家族連れで来店されても飲
まれる方も多いのでいいなと感じました。まれる方も多いのでいいなと感じました。

　倶知安のお店の建物が老朽化の
ため次の冬は耐えられず、別の物
件を探していました。元々、京極町
へ引っ越すことが決まっていました
が、アルバイトの方が京極町でいい
物件があることを教えてくれ、気に
入りましたので開店を決めました。

京極町へ来るきっかけは 　お肉にこだわり「いけだ牛」を使用　お肉にこだわり「いけだ牛」を使用
しています。ガッツリご飯を食べたいしています。ガッツリご飯を食べたい
方には赤身、飲みながら食べたい方方には赤身、飲みながら食べたい方
にはホルモンなど、どちらのメニューにはホルモンなど、どちらのメニュー
でも対応ができます。でも対応ができます。
　また、レギュラーメニューのほかに、　また、レギュラーメニューのほかに、
ホワイトボードに「日替わりメニュー」ホワイトボードに「日替わりメニュー」
を書いて、希少部位など、この辺りでを書いて、希少部位など、この辺りで

は珍しい部位も提供しています。は珍しい部位も提供しています。

何にこだわりますか

　趣味のスノーボードがしたくて大阪から後志へ引っ越
してきて別の仕事をしていましたが、ゆくゆくは自分で何
かをやりたいと思っていました。何年か過ごすうちに、自
分でできるとしたら焼肉屋での経験を生かすこと
でした。こちらには外国人の方は牛肉を求
めて来る方が多いので、丁度いいなと思
い、倶知安町で焼肉屋を始めました。

京極町へ来る前は
　　 　     どうしていたのですか

　冬明けからテイクアウトのランチボックスなども
できないかと考えています。また、去年はコロナ禍
だったこともあり、京極町でのイベント等に関わる
機会がなかったので、これからはお祭りなど楽し

いことにも積極的に関わっていきたいです。

今後の取組について

　３月に開店して約１年。初めは知り合いのお客様が多かったの　３月に開店して約１年。初めは知り合いのお客様が多かったの
ですが、口コミなどで初めて来てくれる方も増えています。ですが、口コミなどで初めて来てくれる方も増えています。
当店ではお子様連れのご家族でも、スタッフの手が空当店ではお子様連れのご家族でも、スタッフの手が空
いているときはお子さんの面倒を見ることが可能です。いているときはお子さんの面倒を見ることが可能です。
お一人のお客様でも雑誌を持ってきていただくなど、お一人のお客様でも雑誌を持ってきていただくなど、
過ごしやすいように飲食もできますので、皆さんに過ごしやすいように飲食もできますので、皆さんに
気兼ねなく来ていただけるお店になればと思い気兼ねなく来ていただけるお店になればと思い
ます。皆様のご来店をお待ちしております！ます。皆様のご来店をお待ちしております！

町民のみなさんへ

七輪炭火焼肉 オレンチ七輪炭火焼肉 オレンチ
京極町で「ガンバル人」を紹介します京極町で「ガンバル人」を紹介します第  8 回

第８回は、七輪炭火焼肉オレンチの店主の吉田さんです。

おいしいですよ！

吉田さん吉田さん


